文人の立場から[footnoteRef:1] [1:  昭和15年8月13日～20日『京城日報』夕刊3面に揭載] 

菊池寛氏等を中心に半島の文藝を語る座談會

[出席者]　 菊池寬氏（文藝家協會）小林秀雄氏（同）中野實氏（同）鹽原時三郞氏（精動理事長）增田道義氏（同理事）奥山仙三氏（同企畫課長）李光洙氏（文人協會）金東煥（同）兪鎭午（同）鄭寅燮（同）朴英熙（同）辛島驍（同）杉本良夫氏（同）寺田瑛氏（同）德永進氏（大每記者）
八月六日・半島ホテル

【1】　文人協會の成立
【鹽原精動理事長】今日はどうもお忙 (いそが)しいところをありがとうございました。朝鮮 (せん)文 (ぶん)人協 (けう)會は、昨年の秋やうやく出來ましたが、それまでは朝鮮 (せん)の文人は割 (わり)合に統 (とう)一がなかつた。それがやうやくこの頃 (ごろ)國家的 (てき)目標に向 (むか)つて統 (とう)一されました譯 (わけ)で、これからは半島 (とう)人側 (がは)の文 (ぶん)人は、李 (り)光洙さんを初 (はじ)めさういふ態 (たい)度で進 (すす)んで行くだらうと思 (おも)つてをります。
【李光洙】文 (ぶん)人協 (けう)會を作つたのは私達でありましたが、御承知の通り朝鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)が日本人にならうと決心したのは、支那 (な)事變 (へん)が起つてからでありまして、それまでは法律 (りつ)上は日本國民 (みん)であつたけれども、心ではどうもさう行かなかつたのであります。それが南總督 (そうとく)は來られるし、支那 (な)事變 (へん)は起こるしして時局 (きよく)を認識 (しき)致 (いた)しまして、朝鮮 (せん)人も日本國民 (みん)として永 (えい)遠に生きて行かなければならぬといふ自覺 (かく)を持つやうになりました。ところが、文 (ぶん)人といふものは御承知の如 (ごと)く朝鮮 (せん)にも民 (みん)族 (ぞく)主義 (ぎ)といふもの、それは○○とまでは行かなくても民 (みん)族 (ぞく)的 (てき)感 (かん)情 (ぜう)を持つて行かうとする傾向 (けいこう)、それから左翼 (よく)共 (けう)産 (さん)主義 (ぎ)一派 (は)といふものがありまして、中々時局 (きよく)の認識 (しき)が出來なかつたのであります。それが昨年になりまして、私達も日本の朝鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)として大きな運 (うん)動に参加しなければならぬといふ自覺 (かく)を起 (お)こしまして、二人寄り、三人寄りして遂に二百數十人からの文 (ぶん)人を集めて朝鮮 (せん)文 (ぶん)人協 (けう)會が出來上つた譯 (わけ)であります。そのとき、こゝに見えてをられる鹽 (しほ)原閣下に私達から是 (ぜ)非總 (そう)裁 (さい)になつて頂 (いたゞ)きたいとお願ひして、御承諾 (だく)を得たわけであります。協 (けう)會が出來てからこれといふ活動はありませんが、一度東京に行つて文壇 (ぶんだん)の先輩 (はい)の方にもお會ひして、私達の思 (おも)つてをることを申上げ、今後の御協 (けう)力をお願 (ねが)ひしたいと思 (おも)つてをりましたが、延 (の)び延びになつて實現出來ない中に、皆 (みな)さんがお出でになつてちよつと機 (き)先を制せられたやうな形 (かたち)になりましたが、……近い中に十人か二十人位 (くらい)の人が行きまして東京の皆 (みな)さんから御指 (し)導 (どう)を仰ぎたいと思 (おも)つてをりますから、どうぞ宜 (よろ)敷 (し)くお願 (ねが)い致 (いた)します。朝鮮 (せん)の小説といふものは幼 (よう)稚 (ち)でもあり、出版 (ぱん)物も少ないのでございますが、併 (しか)し朝鮮 (せん)の民 (みん)衆 (しう)には諺文 (もん)の文 (ぶん)學が唯 (ゆゐ)一の讀み物になつてをります。殊 (こと)に青年層 (そう)及びその他の民 (みん)衆 (しう)に一番大きな影響 (えいけう)を與 (あた)へるのは文 (ぶん)學である。文 (ぶん)學が或方向 (こう)に進 (すゝ)めば朝鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)に影響を及ぼすことも大きい。これは內地より朝鮮 (せん)の方が文 (ぶん)學の影響が大きいから、朝鮮 (せん)の文人達が皇 (こう)國臣 (しん)民 (みん)として、日本帝 (てい)國のために盡さうといふ氣持を持つことは、朝鮮 (せん)のためばかりでなく、帝 (てい)國全體 (たい)として相當の影響 (えいけう)があると思 (おも)つてをります。今內地人と朝鮮 (せん)人と合せて二百四、五十人は集まつてをります。もう一つ朝鮮 (せん)文 (ぶん)人協 (けう)會でやつてをることは內地、朝鮮 (せん)が一つになつて、內鮮 (せん)一體 (たい)にならうといふことですが、それをやるには政治もあり、經濟 (けいざい)もありませうが、文化 (ぶんくわ)による個 (こ)人的 (てき)接 (せつ)觸 (しよく)、文化 (ぶんくわ)人の接 (せつ)觸 (しよく)といふことが最も大事だと思 (おも)つてゐます。內地の文 (ぶん)學を諺文だけしか讀めない人に讀ませ、朝鮮 (せん)人の書いた諺文 (ぶん)の文 (ぶん)學を內地の方に見て頂 (いたゞ)く、內地と朝鮮 (せん)の文 (ぶん)人が接 (せつ)觸 (しよく)して相互ひに心を知り合ふといふことが主な目的 (てき)であります。何卒宜しくお願 (ねが)ひ致 (いた)します。
【菊池寛】李 (り)光洙さんの作品は諺文で書かれたものですか。
【李光洙】さうです。
【鹽原理事長】譯したのは誰ですか。
【李光洙】誰か知りませんが、發行所の方で譯 (やく)させたものに私が少 (すこ)し手を入れました。（昭和15年8月13日）


【2】　　內鮮 (せん)血の繫がり
【菊池寛】去年あたりから朝鮮 (せん)文 (ぶん)學が內地に紹介 (せうかい)されるやうになつて、內地でも皆 (みな)讀んでゐるし、レベルからいつても殆 (ほとん)ど內地と同じところまで行つてをるといつて感 (かん)心してゐるんです。やはり僕 (ぼく)なんか、李 (り)光洙さんの作品を讀んで初 (はじ)めて朝鮮 (せん)の方の生活、人情 (ぜう)を理解する端緒 (たんちよ)を摑 (つか)んだやうな氣がするんです。
【李光洙】朝鮮 (せん)の文 (ぶん)人といつても大抵 (てい)は東京で教育 (けういく)されてゐます。
【菊池寛】あなたは東京にゐらつしたことはないのですか。
【李光洙】私は中學からずつと東京ですから、民族 (みんぞく)の感情 (かんぜう)を取つてしまへば何もないわけです。
【菊池寛】民族 (みんぞく)といふものを考 (かんが)へたけれども、朝鮮 (せん)の民族 (みんぞく)と內地の民族 (みんぞく)は二、三千年前に分かれたといふ氣がしてをるのですが、たゞ內地の民族 (みんぞく)に南洋 (よう)系 (けい)の血潮がはいつて三分位 (くらい)は違 (ちが)つてをるが、七分位 (くらい)は同じ血液 (けつえき)が流れてをるのだといふ氣がする。日本の歴 (れき)史 (し)を見てもやはり昔は九州 (しう)、四國、中國、朝鮮 (せん)半島 (とう)は同じ圏 (けん)內にあつたやうに思ふ。その頃 (ころ)東北、關東あたり、文化 (ぶんくわ)圏 (けん)內になかつたやうですね。九州 (しう)を中心にこちらの方が同じ文化 (ぶんくわ)、同じ民族 (みんぞく)であつたのではないかと思 (おも)ふんです。
【鹽原時三郎】朝鮮 (せん)側 (がは)から見ると慥にさう感じます。だから、さういふ方面 (めん)の研 (けん)究 (きう)が盛 (さか)んです。
【菊池寛】朝鮮 (せん)に來て感 (かん)じたのでいが、顏 (かほ)なんか同じではないけれども、こちらの方が却 (かへつ)て上品だといふ氣がする。內地人の鼻が低いといふのは、慥に南洋 (よう)系 (けい)の血 (ち)が混つてをるのだと思ふ。僕は何時か滿 (まん)洲 (しう)に旅 (りよ)行して朝鮮 (せん)に寄つたときに、百姓 (せう)の老 (ろう)人の顏 (かほ)を見て驚 (おどろ)いたのですが、いゝ顏をしてゐる。
【小林秀雄】僕の顏なんか朝鮮 (せん)の顏 (かほ)ですね。（笑聲 (せうせい))
【鹽 (しほ)原時三郎】どつちかといふと三角 (かく)の顏 (かほ)が半島 (とう)人の顏 (かほ)だね。
[bookmark: _GoBack]【菊 (きく)池寛 (かん)】內地人の顏 (かほ)には、どうしてもネグリート印 (いん)度ネシヤの血 (ち)がはいつてをる。
【小林秀雄】僕 (ぼく)のところは出雲だから多 (た)分にはいつてゐると思 (おも)ふね。
【鹽原時三郎】あそこは一番朝鮮 (せん)と連絡 (れんらく)のあつたところですね。こちらは古代神道的 (てき)なものがありまして、神社 (しや)參拜 (はい)が非常 (ぜう)にはやり易 (やす)い。城大の今村博 (はく)士 (し)の研究 (けんきう)によると、蒙 (もう)古、滿 (まん)洲 (しう)、朝鮮 (せん)、內地夫々の民 (みん)族 (ぞく)的 (てき)に骨 (こつ)格 (かく)を研 (けん)究 (きう)されたのが殆 (ほとん)ど同じものです。
【菊 (きく)池寛】半島 (とう)に來て內地人を見るとみんな朝鮮 (せん)人のやうに思 (おも)へて來る。顏 (かほ)まで影響を受 (う)けるのですね。
【鹽 (しほ)原時三郎】顏 (かほ)の色なんかもだん〱似て來るからね。
【李光洙】[鹽]原閣下もさうぢやないですか。（笑聲)
【鹽 (しほ)原時三郎】よく似 (に)てゐると朝鮮 (せん)の人に褒められるよ。（笑聲)さういふところから內鮮 (せん)一體 (たい)で行き得るといふ確 (かく)信を持つてをる。
【李光洙】半島人の一番[の]惱みは（但 (たゞ)し私は中學からずつと東京で教育 (けういく)されてをりますが）何時も諺文でかいてをるから、國文 (ぶん)で書くとなると、中々自由 (ゆう)にかけない。どう書いていゝものか悪いものか迷 (まよ)つてをります。
【小林秀雄】秋田雨雀さんが編 (へん)輯なさつたものがありましたが、汽 (き)車の中で讀んで見て譯 (やく)が下手だと思 (おも)つた。もつとうまく譯 (やく)せると思 (おも)ふ。
【菊池寛】然し去 (きよ)年あたりから、內地に朝鮮 (せん)文 (ぶん)學が傳 (つた)はり出したぢやないか。
【鹽原時三郎】それは、文 (ぶん)人協 (けう)會が結 (けつ)成されたのと前後してはやりはじめたわけですね。（昭和15年8月14日）


【3】　文人と書く機關
【寺田瑛】僕 (ぼく)たち新聞 (ぶん)人の立場としては、殊 (こと)に今日のやうな場合、その紙面 (めん)に特色をつけるには、何うしても家庭面 (ていめん)や學藝 (げい)面 (めん)から始 (はじ)めるのが近道だと思 (おも)ふんです。たゞ考 (かんが)へなければならないことは、中央 (おう)の偉 (えら)い人の原稿 (かう)を載 (の)せさへすればよいかといふのに、それは違 (ちが)ひます。その點 (てん)、京城日報 (ほう)が如 (い)何に踏 (ふ)ん張つても、中央 (おう)の大新聞 (ぶん)に比 (くら)べては機 (き)構 (こう)に於ても相手に於ても叶 (かな)ふ筈 (はづ)がないから、少 (すくな)くとも朝鮮 (せん)的なローカルなものを作りたいと思 (おも)つてやつてをりますが、內地側 (がは)の人としては何と言 (い)つても大學の先生か、醫 (い)專 (せん)の先生といふ人たちに限られて、文壇 (ぶんだん)といふものがないので、昨年の春 (はる)あたりから朝鮮 (せん)側 (がは)の文 (ぶん)人の協 (けう)力を得てさういふ人達に書いて貰 (もら)ふことにしてゐます。統 (とう)計はとつてをりませんが、一ヶ月廿五日出るとして、その中約 (やく)半數は朝鮮 (せん)側 (がは)に書いて貰 (もら)ふやうにしてをります。朝鮮 (せん)側 (がは)に國語 (ご)新聞 (ぶん)の紙面を開放 (ほう)して盡力して貰 (もら)ふようになつたことについて自分で云 (い)ふのも可笑しいが、少 (すくな)くとも半島 (とう)文 (ぶん)化 (くわ)の一翼を擔ふ私共 (ども)の新聞 (ぶん)として、一寸自負してよいのではないかと思 (おも)つてゐます。
【李光洙】私なんか寺田さんに書けと云はれて書いてゐるわけです。朝鮮 (せん)の文人達が國語 (ご)で直接 (せつ)書くには京城日報 (ほう)が一番いゝ。
【菊池寛】南總督 (そうとく)にお目に掛つた時に、總督 (そうとく)に朝鮮 (せん)の藝 (げい)術 (じゆつ)文 (ぶん)化 (くわ)の奨 (せう)励金として、もう少 (すこ)し金を出して頂 (いたゞ)いたらいゝといつたのですが、やはりかういふことの發達を促 (うなが)すには、どうしても藝 (げい)術 (じゆつ)家が經濟 (けいざい)的 (てき)に惠 (めぐ)まれることが大事な條件 (けん)だと思 (おも)ひますね
【鹽原時三郎】いゝことをいつて貰つた。
【菊池寛】朝鮮 (せん)文人には、今日書く機 (き)關が非常に少 (すくな)いから、さういふ點 (てん)で書く機 (き)關を充 (じゆう)分に與 (あた)へる。さうしてどんどん創 (そう)作をさせる。さうすれば優 (ゆう)秀 (しう)な文 (ぶん)人が出る。民 (みん)衆 (しう)も自然その雑 (ざつ)誌 (し)を讀むといふことになる。さういふ點 (てん)で、文 (ぶん)人達も發展 (てん)し、讀む方の側 (がは)も進 (しん)歩 (ぽ)するのではないかと思 (おも)ふね。
【鹽 (しほ)原時三郎】國民 (みん)精 (せい)神朝鮮 (せん)聯 (れん)盟では、さういふやうになり得る組 (そ)織 (しき)になつてをるが、その方面で繼續して何かやつて見ようといふことになつてをります
【鄭 (てい)寅燮】理 (り)事長にお願 (ねが)ひしたいのですが、文 (ぶん)人會館 (くわん)といつたやうなものをお作りになつたら如 (い)何ですか
【菊池寛】僕 (ぼく)なんか東京にけちなものが出來てゐるのですが、中々ね、あれは……
【鄭 (てい)寅燮】內地人には書齋があるけれども、朝鮮 (せん)には全くないのですから……。
【鹽原時三郎】それを書齋 (さい)に利用するとてふのかね。（笑聲）
【鄭 (てい)寅燮】文藝賞の話が出ましたが、出版 (ぱん)、翻 (ほん)譯 (やく)事業 (げう)を朝鮮 (せん)人にやらせるのもいゝと思ひます
【鹽原時三郎】それはいゝだらうね、それから會館 (くわん)はもう出來ます、それは何時頃 (ころ)になるか分からないが一週 (しう)間位 (くらい)の間に入札 (さつ)に附したいと思 (おも)つてゐる。けれども全部 (ぶ)君 (きみ)達に提供するのぢやないですよ。三つに分けて居るのだから、その一つだけ。一寸小綺麗 (れい)なものだ
【鄭 (てい)寅燮】この間何かで集まらうといふ時でも集るところがない。
【菊池寛】どうしても原稿 (かう)料 (れう)が取れる設備 (び)がなければ進歩しない。新聞 (ぶん)の學藝 (げい)欄 (らん)は一番簡 (かん)單 (たん)ですから一つ費 (ひ)用を澤 (たく)山貰 (もら)つてやつたらどうですか。
【鄭 (てい)寅燮】朝鮮 (せん)で一番高く原稿料 (かうれう)を出す機 (き)關があれば。
【李光洙】文 (ぶん)人協 (けう)會で雑 (ざつ)誌 (し)を出しましても、東京の先生方に原稿料 (かうれう)を差上げて書いて頂 (いたゞ)くわけには行きませんから。
【菊池寛】あなたの方で雑 (ざつ)誌 (し)をお出しになつて、いゝ作品が載るやうになれば、內地でも相當賈れると思 (おも)ふ。さういふ點 (てん)で最初 (しよ)の一、二年は或る程 (てい)度缺 (けつ)損 (そん)しても、いゝ雑 (ざつ)誌 (し)になれば內地でどんどん賈れるやうになつて、商 (さう)賈的 (てき)にも成立つと思 (おも)ふ。
【鹽原時三郎】さうやるといゝですね。（昭和15年8月15日）


【4】　 國語普及の期間
【李光洙】文 (ぶん)人達も新しい心持で待 (たい)機 (き)の姿 (し)勢 (せい)をとつてをりますが、書くところがないのです。
【徳永進】一つは翻譯 (ほんやく)が難しいのですね。私も大いに朝鮮 (せん)版 (はん)に朝鮮 (せん)の作家に書いて貰 (もら)つたのですが、私の方にゐる今度創 (そう)氏した後藤 (とう)といふ記者が赤ん坊 (ぼう)がもう少 (すこ)しで生れるときに唸る、それをどういふ風に譯 (やく)していゝか分からない。幸に後藤 (とう)さんの奧 (おく)さんが內地人ですから、どんなにして生れるか訊ねてみたのですが、生憎 (にく)と子供 (ども)を生んだことがない。（笑聲 (せうせい)）それで非常 (ぜう)に困 (こま)つたのですが、さういふ形容 (けいよう)の言 (こと)葉がなかなかうまく出ない。それで辛島 (からしま)先生に伺 (うかが)ひたいのですが、絶 (ぜつ)對に難しいでせう。
【辛島驍】翻譯 (ほんやく)は難しいですね。
【鹽原時三郎】朝鮮 (せん)の教育 (けういく)令が變 (かは)るときに、樞 (すう)密 (みつ)院 (いん)の顧 (こ)問官 (くわん)にかういふことを訊かれた。朝鮮 (せん)で諺文を教育 (けういく)に取入れて、それで讀ませるものがあるかといふのです。例へば中學になると、國語 (ご)文 (ぶん)では徒然草であるとか、さういふ中古文 (ぶん)を持つて來て讀ませるが、諺文でさういふものがあるかといふのです[。]僕 (ぼく)は寧 (むし)ろないといつたのですが[。]韓國時代の顧 (こ)問でこちらに來てをつた井上角五郎さんは偉 (えら)いですね[。]それまでは漢文だけで書いてをつたのを、諺文まじり漢文 (ぶん)とされたさうしたら、それが非常 (ぜう)な勢 (いきほ)ひで廣 (ひろ)められて…
【菊池寛】朝鮮 (せん)の古典 (てん)文 (ぶん)學はやはり諺文で書かれたものですか。
【李光洙】萬葉集とか古今集に似 (に)たもので歌は數千首 (しゆ)ありました。その他 (た)龍 (りう)飛 (ひ)御[天]歌、月印 (いん)千江 (こう)曲 (きよく)といふものがありますがこれは王 (おう)様の書いたもので一つはお釋 (しやく)迦様の一生涯 (がい)を書いたもの、もう一つは李朝の[太]宗 (そう)[を]書いたものでそれが一番□からいつても大きい。例の春香傳 (こうでん)、沈 (ちん)清の昔 (むかし)のものを書いた歌劇 (かげき)のやうなものです。それから諺文の軍 (ぐん)記といつたやうなものが何十冊 (さつ)かありますが、詩 (し)經 (けう)とか易經 (えきけい)、大學を譯 (やく)して讀ませる。漢文 (かんぶん)を習 (なら)つた者は諺文がわかるのです。國民 (みん)教 (けう)育 (いく)が義務 (ぎむ)となつて國語 (ご)が普 (ふ)及され、朝鮮 (せん)人全體 (たい)に國語 (ご)が讀めるやうになるのは早くても三十年、若くは五十年後になると思 (おも)ひます。だからと云 (い)つて、諺文しか讀めない人を放 (ほう)つたらかして置 (お)くわけには参りません。一時的 (てき)でも皆 (みな)國語 (ご)のわかる朝鮮 (せん)人が出來るまでは、諺文文 (ぶん)學でなければならぬと思 (おも)ひます。
【鹽原時三郎】勿論 (もちろん)さうなんです。賛 (さん)成だが、これは餘 (よ)程 (ほど)考 (かんが)へなければならぬ問題 (だい)だ。一應は竝行して進 (すゝ)んで行くが、何處かで一本にしようといふときに、どういふ手段 (だん)を執 (と)つたらいゝか、といふのが問題 (だい)だね。
【李光洙】それは自然に決るのではないでせうか。
【鹽原時三郎】さういふやうにも考 (かんが)へられるが、無理 (り)をすることはどんな場合にも考 (かんが)へられない。
【李光洙】義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が設定されてから、少 (すくな)くとも五十年は駄 (だ)目です
【鹽原時三郎】義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)であるかどうか分からないが、朝鮮 (せん)の子供 (とも)全部 (ぶ)が定年に達したら、學校に入れ得るといふ時代は、昭和廿五、六年位 (くらい)になるだろうと思 (おも)ふ。それが七つ八つに入つて假 (か)りに五十年として非常 (ぜう)に長い。
【李光洙】そのときから計算 (さん)して四、五十年位 (くらい)は諺文ですね。
【鹽原時三郎】七、八つではいつて三十年、四十年經 (た)つと、恰度その形 (かたち)はピラミツド形 (かたち)になる。今が四割 (わり)五分位 (くらい)だから。
【鄭寅燮】菊 (きく)池先生、內鮮 (せん)一體 (たい)の効果を現はすために、朝鮮 (せん)の人物を主題 (だい)にして、そこで働いてをる內地人との關係 (けい)を描 (えが)いた作品を先生あたりから出して頂 (いたゞ)いたらよいと思ひますが。
【菊池寛】本當に感 (かん)情 (ぜう)的 (てき)に融 (ゆう)和するには、やはり文 (ぶん)學とか映 (えい)畫といふものによつて一致 (ち)するより他 (ほか)にない、僕は政治、社 (しや)會的 (てき)[に]朝鮮 (せん)の人たちが東京に來て、もう少 (すこ)し各方面 (めん)に活躍して貰 (もら)ひたいと思 (おも)ふ。現に東京では朝鮮 (せん)の方で、頭角をあらはしてをるといふ人は數人しかゐない、やはり東京でも學術 (じゆつ)に文藝 (ぶんげい)、政治の方面 (めん)に少 (すくな)くとも百人位 (くらい)は活躍して貰 (もら)へる時代が早く來ないと駄 (た)目だと思 (おも)ふといふやうなことを何かに書いたのですが、さうなれば自然に渾然として一體 (たい)化 (くわ)すると思 (おも)ふね。（昭和15年8月16日）


【5】 內鮮力を協せて
【鄭寅燮】協 (けう)會で斯ういふ計畫をして居ります。朝鮮 (せん)の文 (ぶん)人は內地の生活を主題 (だい)にした作品を書いてをりません。協 (けう)會で派 (は)遣 (けん)して、ゆつくり內地の田舎を旅 (りよ)行させて、そこでしんみりと旅 (りよ)行記を書かせる。さういふものを作らせるやうに奨 (せう)勵してみようといふのです。そしてさういふものを年々出版 (ぱん)する。つまり內地の文 (ぶん)人に朝鮮 (せん)の生活といふものを作品に現はして貰 (もら)ひ、又朝鮮 (せん)の文 (ぶん)人が內地に行つて見た內地の生活を取上げて行かうといふのですが、それは或る程 (てい)度計畫して努 (ど)力しなければならない。今までのやうに放 (ほう)つておいてはいかんと思 (おも)ひます。
【菊池寛】さういふ事をするには內地の連 (れん)中は一と月か二た月ではなかなか分からない。せめて半年か一年こちらに來て、半島 (とう)の生活をしないと分からないでせう。
【鄭寅燮】久 (く)米正雄 (を)氏の『白蘭の歌 (うた)』は評判です。あれは滿 (まん)洲 (しう)の生活ですけれども、あれは作家の想像 (そうぞう)で、あゝいふ生活をしないでも出來るのではないでせうか。
【鹽原時三郎】あれは實地に廻 (まは)つて書いたのですね。僕 (ぼく)の知つてゐる連 (れん)中が出て來ますよ。
【鄭寅燮】滿員々々で何回も續 (ぞく)映 (えい)です。それでも評 (へう)判 (ばん)です。
【辛島驍】それに關聯 (れん)して斯ういふ事をお願 (ねが)ひしたいと思 (おも)ひます。朝鮮 (せん)の人達と此處に住 (す)んでゐる內地人とが協 (けう)力して、一緒に新しい朝鮮 (せん)を作りあげて行かう。小さな點では生活の相違 (い)、習慣の分からないところとかいろいろ感 (かん)情 (ぜう)的 (てき)な摩 (ま)擦がありながらも、然もそれを踏 (ふみ)越 (こ)えて、例へば文 (ぶん)人協 (けう)會もその現れですが、さういふものを組 (くみ)立てつゝある氣持、それを單に朝鮮 (せん)そのものを書かれる時に、朝鮮 (せん)だけに注目なさらないで、內鮮 (せん)一體 (たい)となつて盛り上りつゝある力、さういふものに特に目をふれて頂 (いたゞ)きたいと思つてをります。『白蘭 (らん)の歌 (うた)』の中に滿 (まん)人側 (がは)と日本人側 (がは)が協 (けう)力する姿 (すがた)が描 (えが)かれてをりますが、朝鮮 (せん)においてもそれと同じものがあるのであります。皆 (みな)お互に苦 (く)勞 (ろう)しながらやつてをります。
【菊 (きく)池寛】今度新興 (こう)で五族 (ぞく)協 (けう)和といふ映畫を作つてをりますがそれは日本人と、朝鮮 (せん)人と、滿 (まん)洲 (しう)人と、支那 (な)人と、蒙古人、この五族について一つづつ一人が五つそれぞれ書くのですが、うまく連絡 (れんらく)するやうに書けるか、どうか怪 (あや)しいのですけれども、その映畫では內地人、朝鮮 (せん)人、支那 (な)人、滿 (まん)洲 (しう)人、蒙 (もう)古人の五つの世 (せ)界 (かい)を渾然とした映畫を作る計畫で、その總 (そう)編 (へん)輯を頼 (たの)まれてをりますが、その場合に朝鮮 (せん)の部 (ぶ)は貴下方にお願 (ねが)ひして書いて頂 (いたゞ)くかも知れませんが―――。
【辛島驍】優秀 (ゆうしう)な方が茲 (ここ)にみえてをりますから、どうかお願 (ねが)ひしたいと思つてをります。
【菊池寛】さういふ大構圖の映畫がうまくまとまるかどうか、あやしいけれども、併 (しか)しうまく行けば非常 (ぜう)にいゝですね
【寺田瑛】新興 (こう)の製 (せい)作部 (ぶ)長の今村君 (くん)が參りまして、私も會ひましたが、結 (けつ)局 (きよく)あゝいふとこでは『白蘭の歌 (うた)』があたつたから、然もそれに、李 (り)香蘭といふ女優 (ゆう)が出てあたつたからといふ動機が若干 (かん)あると思 (おも)ひます。現に大船 (ふな)でも最近こちらの文藝 (ぶんげい)峰といふ女優 (ゆう)を使つて『アリランの唄 (うた)』といふのを作るといふ事で、今向 (むか)ふに行つてをりますが、『白蘭の歌 (うた)』があつたからやるといふやうな商 (せう)賈的 (てき)なものでなしに、もう少 (すこ)し本質的 (しつてき)な意味 (いみ)でさういふ事をやつてもらひたい。映畫会社 (しや)の方は仕方がありませんが、小説等の作品の上では、もう少 (すこ)し商 (せう)賈氣を離れたところに行き得ると思 (おも)ひます。おいでになつた機 (き)會にどうかさういふ點 (てん)を、御見聞 (ぶん)になつたところを何でも取入れて頂 (いたゞ)く事はよい事だと思 (おも)つてをります。（昭和15年8月17日）
 

【６】　『文學賞』の問題
【李光洙】朝鮮 (せん)の文壇と申しましても、在 (ざい)來の諺文文 (ぶん)學は歴 (れき)史 (し)から申しまして三十年位 (くらい)です。諺文文 (ぶん)學と致 (いた)しましての大體 (たい)の目鼻 (はな)がついてゐる譯 (わけ)であります。それが昨年文 (ぶん)人協 (けう)會が出來ましてから取りあげまして、日本國民文 (みんぶん)學の一部 (ぶ)としての朝鮮 (せん)文學をたてようといふ計書でありまして、在 (ざい)來の創 (そう)作態 (たい)度を捨 (す)てゝ、國民文 (みんぶん)學の一つとして朝鮮 (せん)文 (ぶん)學を書かうといふ事になつてをります。さう申しましても、始 (はじ)めるにあたりましては、朝鮮 (せん)人でまごついてゐる人もありまして力が弱 (よわ)い。それで力強 (づよ)いパトロンが必要でありますが、鹽 (しほ)原閣下は非常 (ぜう)に力強 (づよ)いパトロンになつて頂 (いたゞ)いてをりますが、もう一つは中央 (おう)の文 (ぶん)壇 (だん)の先輩 (ぱい)の方が『死 (し)んだ馬の骨 (ほね)を五百金で贖ふ』といふ考 (かんが)へで、新しく生まれる文 (ぶん)學を激勵 (げきれい)してもらひ度いと思 (おも)ひます。その二つものが一緒 (しよ)になれば、新しい文 (ぶん)學が出來ると思 (おも)ひます。
【菊池寛】貴方の協 (けう)會でこれはいゝ作品だといふ事を推薦 (すいせん)して下されば、僕の雑 (ざつ)誌 (し)に何時でも載 (の)せていゝと思 (おも)ひます。書かれたものが餘 (あま)り長いと雑 (ざつ)誌 (し)として困 (こま)りますが五十枚前後のものですと、貴方の方でもいゝものだと紹 (せう)介 (かい)してもらへば何時でも載せます。朝鮮 (せん)文 (ぶん)學は非常 (ぜう)に評 (へう)判 (ばん)がよいのです。內地の文 (ぶん)學に比 (ひ)較 (かく)してレベルからいひましても決して落ちない。
【鹽原時三郞】李 (り)光洙さんがいはれたやうに、國民 (みん)の文 (ぶん)學としての自覺 (かく)が非常 (ぜう)に大きな變 (へん)化 (くわ)です。最近まではどうして日本と分離 (り)しようかといふ傾向 (けいこう)にあつたと思 (おも)つて差支へない位 (くらい)です。それが兎 (と)に角 (かく)日本と一緒 (しよ)に伸 (の)びていかうといふ傾向 (けいこう)に變 (かは)りつゝありますが、この一派 (は)の傾向 (けいこう)には相當な衝 (せう)撃 (げき)がありまして、これを先に引 (ひき)もどして、これを壊すといふ傾向 (けいこう)も非常 (ぜう)に濃 (のう)厚であります。殊 (こと)に個 (こ)人的 (てき)にさういふ考 (かんが)へを受 (う)ける事もあります。內地人側の指 (し)導 (どう)者がそれを非常 (ぜう)に理 (り)解 (かい)して行くのが本當ですけれども、彼等が案外 (あんがい)分らんといふ問題 (だい)もあつて、內外 (ぐわい)受 (じゆ)難 (なん)の時代にあります。これを改 (あらた)めなければうまく伸 (の)びて行かないだらうと思 (おも)ひます。
【菊池寛】總 (そう)督 (とく)府 (ふ)あたりで文 (ぶん)學賞 (せう)、美 (び)術 (じゆつ)賞 (せう)、映 (えい)画賞 (せう)を增額 (がく)して出してもらひ度いですね。
【鹽原時三郎】例へば公の機關で文 (ぶん)人協 (けう)會を保 (ほ)護して引 (ひき)立てゝやる、さういふ場合にどういふ手段 (だん)をとつたらよいでせう。
【菊池寛】保護 (ほご)といふ事は、結 (けつ)局 (きよく)原稿 (かう)料 (れう)を出すといふ事ですね。いゝものを書いた人にお金を出す。
【鹽原時三郎】結 (けつ)局 (きよく)非 (ひ)常 (ぜう)によい雑誌も拵 (こしら)へて、それに載 (の)せる、原稿料 (れう)も出すといふ事ですね。總督府で出す雑誌といふ譯にもいかんが、それを陰から援助するといふ事がよいでせうね。
【菊池寛】京城日報 (ほう)の連載 (れんさい)小説ほ是 (ぜ)非朝鮮 (せん)の方に書かせるやうにしたいですね。
【鹽原時三郎】これは相當に紙面 (めん)があるやうです。
【菊池寛】原稿 (かう)料 (れう)も長篇ですから相當出してもらひ度いですね。
【寺田瑛】朝鮮 (せん)の人に京城日報 (ほう)に小説を書いて貰 (もら)ふことは、最近の機 (き)會に計畫して着手致 (いた)しましたけれども、それは一寸止めることに致 (いた)しました。實は、現在載つてゐる竹 (たけ)田俊彦 (ひこ)氏の『牡丹 (たん)崩 (くず)れず』が竹 (たけ)田さんが中支に行つて行方不明となつて連絡 (れんらく)がとれなくなつたため、暫 (ざん)定的 (てき)ではあるが、ごく短 (たん)篇ながらその翰を繋 (つな)がうといふので李光洙さんにお願 (ねが)ひして、取敢 (あへ)ず一回だけ出來てきたので、今日から載 (の)せようといふ時に竹 (たけ)田氏の原稿 (かう)が來たものですから、結 (けつ)局 (きよく)、載 (の)せずに終 (をは)りました。然しこれから機 (き)會ある毎にさうしたいとは思 (おも)ひます。
【菊池寛】夕刊 (かん)に１ヶ月位 (くらい)の短篇小説を書いて載 (の)せるとどうでせう
【寺田瑛】研 (けん)究 (きう)する價値 (ち)はあると思 (おも)ひます。私も多 (た)少 (せう)考 (かんが)へてをります。
【鄭寅燮】さういふ事は、大擔にやつてもらひたいですね。
【菊池寛】さういふことは、總 (そう)督 (とく)府 (ふ)でも十分に紙を供 (けう)給してもらはんと。
【鹽原時三郎】雑 (ざつ)誌 (し)の場合は、編 (へん)緝 (しう)の方を誰 (だれ)にさせればよいか、悪 (わる)いか、選ぶのが……。
【鄭寅燮】協 (けう)會に任してもらひたいですね。
【菊池寛】協 (けう)會に任して、協 (けう)會には內地人も入つてゐるのでせうか。若し何でした僕 (ぼく)が協 (けう)會に入つてもよいですね。
【杉本長夫】今までは協 (けう)會と內地の文壇 (ぶんだん)と連絡 (れんらく)がとれてをりませんでした。
【小林秀雄】會を通してやつて頂 (いたゞ)ければ、僕 (ぼく)の方は何時でも小説の發表なり通信なりは……。
【杉本長夫】これから仕事をやつて行く筈 (はづ)になつてをりますから、通信をお願 (ねが)ひ致 (いた)します。
【小林秀雄】滿 (まん)洲 (しう)の方は連絡 (れんらく)とつてをりますが、こちらも取れますから、毎月通信を送つて頂 (いたゞ)ければ載 (の)せて行くことが出來るのです。（昭和15年8月18日）
 

【７】　 中央文壇と交流
【鹽原時三郞】事務所の問題 (だい)ですが、そこでいろいろやつてくれる人は、文 (ぶん)人でも確 (かく)實にやつてもらはんと困 (こま)るね
【鄭寅燮】杉本さんにやつてもらつては・・・・・東京で東亞 (あ)文人大會でも開いて滿 (まん)洲 (しう)、支那 (な)、朝鮮 (せん)、內地の顏 (かお)觸 (ぶ)れで一晩 (ばん)位 (くらい)講 (こう)演 (えん)會をやつていろいろ協 (けう)議 (ぎ)や連 (れん)絡 (らく)をやつたらよいと思ひます
【寺田瑛】昨年十二月二日の文人協會の會合で、いろいろな計畫だけは申合せましたが、今年の櫻 (さくら)の頃 (ころ)、朝鮮 (せん)の文 (ぶん)人と內地の文 (ぶん)人と東京で交 (こう)歡會を行ひ、日比谷 (びや)の公 (こう)會堂 (どう)あたりで講演 (こうえん)會を催 (もよほ)して、朝鮮 (せん)文 (ぶん)化 (くわ)といふものを認識 (しき)させようといふ計畫をたてましたけれども、實は餘 (あま)り金がないものですから、今日までその儘 (まゝ)になつてゐりましたが、将來かういふ計畫を進める上において、例へば文 (ぶん)藝 (げい)春 (しゆん)秋 (しう)社 (しや)であるとか、文 (ぶん)藝 (げい)家協 (けう)會とかに御協 (けう)力願 (ねが)ふ途 (みち)はないものでせうか。
【菊池寛】金の出る途 (みち)はあります僕 (ぼく)の方で出[す]やうに致 (いた)します。
【鹽原時三郞】何か東京で催 (もよほ)しのある時に、参加しないかと呼 (よ)びかけてもらひますと、こちらから二三人代表的 (てき)な者を送つてみます。それが差當りの問題 (だい)ではないかと思ひます。
【鄭寅燮】以前改 (かい)造社 (しや)と話がありまして費 (ひ)用は知らんが名前は貸 (か)すといふ事で、有 (ゆう)名無實になりましたが、實際 (さい)名前を貸 (か)す位 (くらい)なら、面倒 (めんどう)も一切見てもらはんと出來ないことです。恰度山本社 (しや)長が留守 (るす)でしたので……。話は違ひますが、モダン日本の朝鮮 (せん)版 (はん)を每月出す事は出來んのですか。
【菊池寛】原稿 (かう)を出してもらへば……。
【鹽原時三郎】あれを總督 (そうとく)が見たいといつてゐましたので、方々探 (さが)して一冊 (さつ)みつけました。
【菊池寛】文 (ぶん)藝 (げい)賞 (せう)を總 (そう)督 (とく)府 (ふ)で出して大いに奨勵 (せうれい)して頂 (いたゞ)き度い。
【杉本長夫】文 (ぶん)人協 (けう)會の方で雑誌を出せば、相當やつて行けると思 (おも)ひます。
【菊池寛】併 (しか)し、雑 (ざつ)誌 (し)などは幾ら補 (ほ)助 (じよ)費 (ひ)があつても、補 (ほ)助 (じよ)費 (ひ)でやつているものは永 (なが)續 (つゞ)きしない。補 (ほ)助 (じよ)費 (ひ)のある中に商 (せう)賈的 (てき)に成立つやうにすることが必要です。才能 (さいのう)のある人がやつて一年、二年補 (ほ)助 (じよ)を受 (う)けつゝ、商 (せう)賈的 (てき)に成立つやうにすることが非常 (ぜう)に大切です、お役所で出す雑 (ざつ)誌 (し)は、何時の間に薄 (うす)くなる、（笑 (しやう)聲 (せい)）本當に賈らうといふ氣がないと駄 (だ)目です。
【鹽原時三郎】費 (ひ)用の事は內地に餘 (あま)り心配 (ぱい)かけんでも、朝鮮 (せん)でだつて多 (た)少 (せう)の金は出る。
【菊池寛】朝鮮 (せん)文 (ぶん)學の新しい實が結 (むす)ばれる[の]です。朝鮮 (せん)文 (ぶん)學に內地の人は關心を持つてゐるから、いゝものが出れば、內地で賣れるやうになりはせんですか。
【徳永進】映畫はどうてすか。
【鹽原時三郎】映畫法が出來て、我 (われ)々の方で調べてやるのですが。
【徳永進】朝鮮 (せん)にある現在 (ざい)の映 (えい)畫會社 (しや)の經 (けい)營 (えい)は…。
【鹽原時三郎】そこまでは考 (かんが)へてゐない。いゝものが來たら推薦 (すいせん)する。悪 (わる)いものは推薦 (すいせん)せん。ドイツの遣方をみますと、日本のは非常 (ぜう)に微 (び)弱 (じやく)で話にならんと思 (おも)ひます。
【徳永進】文藝 (ぶんげい)と並 (へい)行的 (てき)にやつていかれるといゝですね。
【鹽原時三郎】日本の官 (くわん)僚 (れう)はさういふ方面 (めん)では力を持たないやうですね。
【杉本長夫】內地の文 (ぶん)藝 (げい)家協 (けう)會と精 (せい)動とは、どういふ風に結 (むす)びついてゐますか。
【菊池寛】結 (むす)びつきはありません。僕は精 (せい)動の委 (い)員であつたけれども精 (せい)動の委 (い)員といふ柄 (がら)ではないから、その代り文藝 (ぶんげい)銃 (じう)後運 (うん)動といふものを起して、外 (そと)から大いにやるから堪忍 (にん)してくれといふ事で許してもらつたのです。
【鹽原時三郎】こつちでは實によく結びついてゐます。
【菊池寛】李 (り)光洙さん、是 (ぜ)非いらして下さい。こちらで費 (ひ)用は全部 (ぶ)致 (いた)しますから、二、三人でいらして下さい。
【鹽原時三郎】皆 (みな)さん、有難 (ありがた)うございました。では、これで……（昭和15年8月20日）
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文人協會の成立


 


【鹽原精動理事長】今日はどうもお


忙


いそが


しいところをありがとうございま


した。朝


鮮


せん


文


ぶん


人


協


けう


會は、昨年の秋やうやく出來ましたが、それまでは朝


鮮


せん


の文人は


割


わり


合に


統


とう


一がなかつた。それがやうやくこの


頃


ごろ


國家


的


てき


目標に


向


むか


つ


て


統


とう


一されました


譯


わけ


で、これからは半


島


とう


人


側


がは


の


文


ぶん


人は、


李


り


光洙さんを


初


はじ


め


さういふ


態


たい


度で


進


すす


んで行くだらうと


思


おも


つてをります。


 


【李光洙】


文


ぶん


人


協


けう


會を作つたのは私達でありましたが、御承知の通り朝


鮮


せん


民


みん


衆


しう


が日本人にならうと決心したのは、支


那


な


事


變


へん


が起つてからでありまし


                                        


                        


 


i


 


盪��


15


ﾒｴ


8


�ﾅ


13


��｢ｦ


20


��｡ｺﾌﾈ瑣��ﾜﾃ｡ｻ爼ﾊﾊ


3


ﾘ�ｪﾋ


ﾌｩ�ｰ


 




  文人の立場から

i

  菊池 寛 氏等を中心に 半島の文藝を語る座談會     [ 出席者 ]     菊 池 寬 氏（文藝家協會）小林秀雄氏（ 同）中野實氏（同）鹽原時三 郞 氏 （ 精動理事長） 增 田道義氏（同理事） 奥 山仙三氏（同企 ? 課長）李光洙氏（ 文人協會）金 東 煥（同）兪鎭午（同）鄭寅燮（同）朴英熙（同）辛島驍（ 同）杉本良夫氏（同）寺田瑛氏（同） 德 永進氏 （大 每 記者 ）   八月六日 ・ 半島ホテル     【 1 】   文人協會の成立   【鹽原精動理事長】今日はどうもお 忙 いそが しいところをありがとうございま した。朝 鮮 せん 文 ぶん 人 協 けう 會は、昨年の秋やうやく出來ましたが、それまでは朝 鮮 せん の文人は 割 わり 合に 統 とう 一がなかつた。それがやうやくこの 頃 ごろ 國家 的 てき 目標に 向 むか つ て 統 とう 一されました 譯 わけ で、これからは半 島 とう 人 側 がは の 文 ぶん 人は、 李 り 光洙さんを 初 はじ め さういふ 態 たい 度で 進 すす んで行くだらうと 思 おも つてをります。   【李光洙】 文 ぶん 人 協 けう 會を作つたのは私達でありましたが、御承知の通り朝 鮮 せん 民 みん 衆 しう が日本人にならうと決心したのは、支 那 な 事 變 へん が起つてからでありまし
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